
 

 

 

 

４１４名の子ども達の元気と笑顔 令和 6年度 松原小 スタート！ 

校長 寺島 麗王馬 

各地から桜の便りが聞こえ始め、春風が心地よい季節となりました。 

新年度にあわせたかのように、松原小の桜もほぼ満開。白い可憐な花 

が、芝生の校庭を華やかに彩っています。 

  ご挨拶が遅れましたが、昨年度に引き続き、本校校長を務めさせて 

いただきます 寺島 麗王馬(てらしま れおま) と申します。 

地域に愛される松原小学校で、子ども達の成長に携われることを嬉しく思うとともに、その責任の

重さに身が引き締まる思いでもあります。今年度も、子ども達一人一人がいきいきと笑顔で生活で

きる安心・安全な学校づくりに努めてまいりたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

４月４日(木)には、新６年生が登校し、入学式の準備や教室・廊下の掃除など、新年度が気持ち

よく迎えられるよう、一人一人が一生懸命にお手伝いをしてくれました。その姿からは新しい松原小

のリーダーとしての自覚と、新年度に向けた意気込みを強く感じました。学校の「顔」ともいえる６年

生が、どのような松原小を創り上げてくれるのか、今からとても楽しみです。 

 そして本日、春休みを終えた子ども達の笑顔と元気な声が松原小に戻ってきました。瞳を輝かせな

がらクラス発表の掲示を見つめ、昇降口やそれぞれの教室では、「久しぶり～」「何組だった？」「担

任の先生は誰かな～」といった、新学期ならではの会話があちこちで聞かれました。 

 また、本日午後には第４９回の入学式を執り行い、６５名のかわいい新１年生を迎えました。小さな

胸に希望と不安を抱きながら今日を迎えたことと思いますが、式に臨む姿や視線から「今日から松

原小で頑張るぞ！」という純粋な気持ちが伝わってきて、とても嬉しく思いました。 

いよいよ令和6年度、昨年度同時期より9人多い、全校児童４14名、１６学級でのスタートです。 

教育の目標は「人格の形成」です。そして、小学校の６年間はその土台を育てる、とても大切な時期

です。では、何によって、その土台が培われるのか。様々な要素があることは承知の上で、私は、『学

び』と『遊び』であると考えています。新たな知識や疑問を獲得したり、伸びを実感したり、作品を作

り出したりする体験から、子ども達は学ぶ“楽しさ”を覚えていきます。また、力一杯体を動かしたり、

仲間と触れ合ったり、勝ち負けに一喜一憂したりする体験からは、遊ぶ“楽しさ”を覚えていきます。

子ども達の心を動かす原動力は、何より“楽しさ”です。令和６年度、そんな『学ぶ楽しさ』『遊ぶ楽し

さ』をたくさん提供できる松原小学校を目指していきたいと考えております。 

これから始まる１年間、松原小の教職員一同力を合わせ、４１４名の笑顔輝く松原っ子のために

全力を尽くしてまいります。保護者並びに地域の皆様には、本年度も本校の教育活動により一層の

ご理解とご協力を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 


